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ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みになり、理解

された上で正しくお使い下さい。
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はじめに

車とその取り扱い方法は、各自動車メーカーの、お客様に対して

の安全と快適な生活に関する、不断の研究開発の結果として生み出

されたものです。

弊社もまた、お客様に製品を安全にかつ快適にお使い頂くために、

不断の努力をしておりますが、製品の持つ特性上、その性能や利便

性と引き替えに、自動車メーカーの提供する安全が、確保できなく

なる場合があります。

その様な場合に必要な、安全に対する配慮と判断は、すべてお客

様ご自身の責任でお考え頂かなくてはなりません。

お客様の車と弊社の製品を、安全にかつ快適にお使い頂くために

も、製品を取り付ける車の取扱説明書を合わせて、よくお読みにな

り、十分に理解された上でお使い下さい。

必ずお読み下さい◆お客様と製品のかかわり合い◆

この度は、G�eddy P�ofec !YPE- をお買上げくださいまして誠に

ありがとうございます。

この取扱説明書は、G�eddy P�ofec B-spec２を初めてお使い頂く方

はもちろん、すでに、お使いになられた経験をお持ちの方にも、知識や

経験を再認識する上でお役に立つものと考えております。

この取扱説明書は、よくお読みになり、内容を理解された上で実際に

お使い下さいますようお願い申し上げます。

又、この取扱説明書は、いつでも取り出して読めるように車内に保管

されることをお勧め致します。

尚、本製品は競技専用部品です。公道では道路交通法等の法規に準じ

た走行が義務付けられます。
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安全・取り扱いに関するご注意 必ずお読み下さい

もし、お守り頂かないと生命の危機、又は、重傷を負う

人身事故につながる恐れのある注意事項です。

もし、お守り頂かないと、製品だけでなく自動車や設備

の破損・故障につながる恐れのある注意事項です。

お願い
製品を正しくお使い頂くために、必ず守って頂きたい注

意事項です。

重 要
製品を正しくお使い頂くために、知っておいて頂きたい

注意事項です。

製品を安全にお使い頂くには、正しい取り付けと正しい操作が不可

欠です。

この取扱説明書、ならびに、取り付ける車両の取扱説明書に示されて

いる安全に関する注意事項をよくお読みになり、十分に理解された上で

お使い下さい。

又、この取扱説明書に書かれていない取り扱いをされる場合に必要な、

安全に対する配慮は、お客様ご自分の責任でお考え頂くことになります。

この取扱説明書には、あなたや他の人々への危害や財産への損害を、

未然に防ぎ、本製品を安全にお使い頂くために、守って頂きたい事項を

示しています。その表示と図記号の意味は次のようになっています。内

容をよくお読みになり、十分に理解された上でお使い下さい。

警 告

注 意
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取り付け車両を扱う場合は、取り付け車両付属の取扱説明書をよくお読みの

上、正しく安全に運転、管理して下さい。自動車は、誤った扱い方をすると、

思わぬ人身事故等を引き起こす恐れがあります。

本製品の取り付け作業を行う際は、必ずエンジンが冷えてから行って下さい。

エンジン停止直後は、エンジンやエンジンの周りの配管は高温になっており、

火傷等をする恐れがあり大変危険です。

付属のホースは燃料ラインとしては絶対に使用しないで下さい。重大な人身

事故を引き起こす危険があります。

必ず自動車の下に燃えやすい物がない事を確認してから、停車、駐車して下

さい。自動車の排気部分は高温になり、エンジンを動かしたまま枯れ草等の

燃えやすい物の上に停車や駐車すると、火災の危険があります。

必要な時以外は、必ずエンジンを停止して下さい。マフラーのテールパイプ

からは、有毒な成分が含まれた排気ガスが排出され、締め切った車庫や倉庫

の中等でエンジンを動かし続けると、一酸化炭素中毒の危険があります。エ

ンジンを動かす時は、屋外、又は窓を開け、換気扇等を回し、新鮮な外気を

取り入れられる場所で作業して下さい。

車の中で休憩や仮眠をとる時は、必ずエンジンを停止して下さい。エンジン

が動いたまま停車、又は駐車して、休憩や仮眠をとると、排気ガスによる一

酸化炭素中毒の危険があります。

本製品の取り付け・配線作業は、本来、専門の教育を受けた整備士が行うべ

き作業です。専門外の方が作業されると、けがや火傷�車両火災を引き起こ

す可能性があり危険です。

取り付け箇所・取り付け方法は慎重に検討し、絶対に脱落しないようにして

下さい。誤った取り付け箇所・取り付け方法は、脱落を招き、車両破損、車

両火災の原因や運転の妨げになる可能性があり、大変危険です。

ハンダゴテ・ニッパー等の工具を使用する場合は、工具付属の取扱説明書を

よくお読みの上、注意事項等を守り正しくお使い下さい。これらの工具は誤

った使い方をすると、けがや火傷等を引き起こす恐れがあります。

作業終了後は、必ず運転席の足元に何もないことを確認して下さい。運転席

の足元に空き缶や使用した工具等があると、ブレーキペダルの下にはさまり、

ブレーキ操作が出来なくなる恐れがあり、大変危険です。

助手席のエアバック上に、本製品を取り付けないで下さい。エアバック作動

時に飛び出し、ケガや事故を引き起こす原因となり、大変危険です。

安全・取り扱いに関するご注意 必ずお読み下さい

警 告



必ずお読み下さい安全・取り扱いに関するご注意

運転中は絶対に本製品の操作をしないで下さい。わき見運転は思わぬ人身事

故等を引き起こす恐れがあります。

車両を発進させる時は、必ず周りに何もない事を確認して下さい。不用意に

発進させると、思わぬ人身や破損の事故等を引き起こす恐れがあります。

本製品を取り付けた車両を、他の人に貸し出し、又は譲渡する場合は、必ず

本製品が取り付けられていることを知らせ、この取扱説明書と保証書も、必

ず渡して下さい。

本製品を取り付けて、ノーマルブースト以上に過給圧を上げる場合、ブース

トの上げすぎには十分注意して下さい。また、ノーマルブースト以上に上げ

た分の燃料は増量されませんので、e-manageや�ebic等を取り付けて必ず

燃料を補い、燃料の調整を行って下さい。ブーストの上げすぎは、燃料の調

整不良は、エンジン破損等を引き起こす可能性があります。本製品の使用に

よって引き起こされたエンジンの破損等の損害に関しては当社は一切の責任

を負うことができません。ご使用されるエンジンの仕様にあった調整を行っ

て下さい。

車種により、過給圧を上げると燃料カットをする車種があります。このよう

な車種にはe-manage等を取り付けて燃料カットが入らないようにして下さ

い。尚、燃料カットをする車種の取り扱い、調整等については、お買い上げ

店、又は、弊社までご相談下さい。

くれぐれも、誤配線、ショートはさせないで下さい。本製品だけでなく取り

付け車両の電装系等まで破損させる恐れがあります。これらの取り付けミス

による損害に関して、当社は一切の責任を負うことは出来ません。

本製品の取り付けには、車両の内外装、および電装系の加工、取り外し等の

作業がともないます。当社は、これらの作業による物的損害の責任を負うこ

とは出来ませんので、慎重に作業を進めて下さい。

配線作業を行う時には、必ず、キーシリンダーからキーを抜き、バッテリー

のマイナス端子を外して下さい。配線作業中に電流が流れると、ショートす

る可能性があり、危険です。

ハンダ付け、スプライスにて配線を接続した場所は、必ずビニールテープ等

を巻き、絶縁して下さい。

配管する際は、ゴムホースが抜けないように、接続部分をホースバンドで固

定する事をお勧めします。

本製品を分解、加工、改造しないで下さい。故障の原因となるだけでなく、

保証の対象外となります。

注 意
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必ずお読み下さい安全・取り扱いに関するご注意

本製品は、湿気やほこりの多い場所、直射日光のあたる場所や、ヒーターの

吹き出し口等、高温になる所、又その近くには取り付けないで下さい。

本製品は点火信号や無線等のノイズの発生しやすい場所には設置しないで下

さい。又、本製品を強力な電波の発生する場所では使用しないで下さい。

電波等によるノイズは、本製品の誤作動を引き起こす恐れがあります。

本体バックパネルの�P!I�N部には、指定のもの以外差し込まないで下さい。

本製品の破損、誤動作の原因となります。

バッテリーのマイナス端子を外すと、メモリー機能を持った時計、オーディ

オ類、ナビゲーションシステム、および電動シート等記憶内容が消去される

物があります。作業前に、車両、及び各製品の取扱説明書で確認した上で作

業を始めて下さい。作業終了後、それぞれの取扱説明書に従って設定し直し

て下さい。

本製品は、精密機械の為、落としたり強い衝撃を与えたりしないで下さい。

本製品をお買上げ後、７ページのパーツがあることを確認して下さい。

新品をお買上げの時点で、保証書の製品番号と本体付属の製品番号が異なっ

ている場合は、お手数ですがお買上げ店、又は弊社までご連絡下さい。

本製品のお手入れの際は、乾いた布で拭いて下さい。汚れのひどい場合には、

少量の水をつけ固く絞った布で拭いてください。ベンジン・シンナー類を使用

すると、ケースや塗装が変質しますので絶対に使用しないで下さい。

本製品及び、本取扱説明書は改良の為、予告なく仕様変更をする場合があり

ますのでご了承下さい。

本製品の輸出、使用営業及び賃貸を禁じます。

For  ale and "se in Japan �nly�

本製品に関するご不明な点等がございましたら、弊社までお問い合わせ下さ

い。（住所・電話番号は下記記載。最終ページにも記載。）

・・

お 願 い

・・

・・

・・

・・

・・

・・

・・

本製品は競技専用部品です。公道では道路交通法等の法規に準じた走行が義

務付けられます。

本製品は12Ｖバッテリー搭載車に使用できます。

重 要
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・・

・・

その他、各項目ごとに注意事項を掲載しておりますので必ずお読み下さい。

株式会社トラスト 本社 ＴＥＬ�0479（77）3000

〒289ー1605 千葉県山武郡芝山町大台3155番地5
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部品構成

電源ハーネス（１�０ｍ）

バルブユニット

バルブユニットハーネス（２�５ｍ）

取扱説明書

保証書

本体

スリーウェイ

６φホース（１ｍ）

６φホースユニオン×２

ホースクランプ×２

バルブ用ステー

M４ボルト×２

Ｍ６ボルト×１

防振ゴム×２

４φホース（２ｍ）

上記部品・個数に相違がある場合は、必ず装着前にお買い上げ店、又は弊社までご連

絡下さい。（住所・電話番号は最終ページに記載。）

又、保証書の製品番号と本体付属の製品番号が同じであることをご確認下さい。

両面テープ エアフィルター
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本製品の特徴

・ターボチャージャー搭載車両においてノーマルブースト以上の過給圧をかける場合の

過給圧を任意にコントロールすることができます。

・３００kPaまで対応する高性能圧力センサーを本体に内蔵。

・小型大容量ソレノイドバルブを採用。

・ブースト設定はHI/��の２つ設定可能。また、�FFにすることも可能。

・GAINボリュームでブーストの安定性や立ち上がりを調整することが可能。

・コンパクト設計により場所を選ばず取り付け可能。

・別売のリモートスイッチングシステム、スイッチングハーネスを接続することで

ブーストのHI/��を切り替えることができます。

取り付け作業が終了しましたら、本取扱説明書は保証書と合わせて、必ずお

客様に返却して下さい。

作業者の方へのお願い
・・

本製品を取り付けた車両を、他の人に貸し出し、または譲渡する場合は、必

ず本製品が取り付けられている事を知らせ、本取扱説明書は保証書と合わせ

て、必ず渡して下さい。

使用者へのお願い
・・

取り付け前の注意

・取り付け作業を行う際は、エンジンが冷えてるのを確認して下さい。

・キーシリンダーから、キーを抜き、バッテリーマイナス端子を外して下さい。

・付属のホースの長さには限りがありますので、配管する前に、バルブユニットの取り

付け箇所、ホースの取り回しをよく検討した上で作業を始めて下さい。

・アクチュエータ、過給圧制御ソレノイドバルブ、フューエルレギュレター等の純正

部品の場所を確認した上で作業を始めて下さい。

取り付けに必用な物と工具

・テスター（１５Ｖ以上計れるもの） ・ニッパー ・＋、ードライバー

・プライヤーもしくはペンチ ・10mmスパナもしくはレンチ

・ハンダゴテ、ハンダ ・絶縁テープ、タイラップ

必ずお読み下さい
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取り付け全体図（アクチュエータータイプ）



エアフィルターは必ず取り付けて下さい。

エアフィルターの汚れや目詰まりは誤作動の原因となりますので十分注意して

下さい。

エアフィルターは消耗品です。汚れがひどい場合新しいものに交換して下さい。

１�サージタンクから、フューエルレ

ギュレターに接続されているホー

スを分岐させる為に途中で切断し、

スリーウェイジョイントを接続し

ます。

２�スリーウェイジョイントに付属の

４φホースを接続し、エンジンル

ーム内から車室内に引き込みます。

10

サージタンクへの配管

本体への配管

１�車室内に引き込んだ４φホースの長さを調節してエアフィルターに接続します。

２�エアフィルターのもう一方と本体バックパネルの４φニップルに接続します。

接続した４φホースは必ず、タイラップ等で抜け止めをして下さい。

トヨタのJZ系、三菱の4G63エンジン等で、燃圧制御ソレノイド付車両の場合、

サージタンクと燃圧制御ソレノイドの間で、圧力センサーを接続して下さい。
・・

重 要

注 意

接続した４φホースは必ず、タイラップ等で抜け止めをして下さい。

注 意

・・

重 要

・・

・・
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過給圧制御ソレノイドバルブ付車両は、コネクタ、

ホースを抜いて機能を解除し、栓をして下さい。

過給圧制御用ソレノイドバルブがこのような

配管の車両は、下図を参考に配管して下さい。

過給圧制御用ソレノイドバルブ付車両の配管例１



過給圧制御ソレノイドバルブ付車両は、コネクタ、

ホースを抜いて機能を解除し、栓をして下さい。

12

過給圧制御用ソレノイドバルブがこのような

配管の車両は、下図を参考に配管して下さい。

過給圧制御用ソレノイドバルブ付車両の配管例２



１�バルブユニットから、透明のキャップを全て取り外します。

２�バルブユニットのN�、��Mに６φホースユニオンを取り付けます。

３�バルブユニットをアクチュエータ付近に、付属のボルトを使用し、ゴムワッシャー

を上下に介して、ボディーに取り付けます。

４�アクチュエータから、タービンのコンプレッサー側に接続されているホースをアク

チュエータ側で取り外しバルブユニットのN�に接続します。

５�アクチュエータに付属の６φホース接続し、もう一方を長さを調整して切断し、バ

ルブユニットの��Mに接続します。
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バルブユニットの取り付け、配管（アクチュエータータイプ）

バルブユニットは、高温になる場所は避け、風通しのいい場所で、水のかから

ない場所に取り付けて下さい。

接続したホースは、ホースバンド等で、確実に固定して下さい。

純正のホースにホースバンドが使用されていた箇所に配管する場合、純正のホ

ースバンドも使用して下さい。

ホースを配管する際は、ホースがつぶれたり、よじれたりしないように注意し

て下さい。

ホースがなるべく短くなるように配管して下さい。

バルブユニットから出る音は、ソレノイドの作動音であり異常ではありません。

バルブユニットは、必ずゴムワッシャーを介して取り付けて下さい。

・・

重 要

・・

・・

・・

・・

・・

・・



１�バルブユニットから、透明のキャップを全て取り外します。

２�バルブユニットのN�、��Mに６φホースユニオンを取り付けます。

３�バルブユニットをウエストゲート付近に、付属のボルトを使用し、ゴムワッシャー

を上下に介してボディーに取り付けます。

４�ウエストゲートの大気開放部に６φ-1/8P!アダプター（別売）を取り付けます。

５�ウエストゲートに取り付けた６φ-1/8P!アダプターに付属の６φホースを接続し、

もう一方を長さを調整して切断し、バルブユニットの��Mに接続します。

６�付属の６φホースをバルブユニットのN�に接続し、もう一方の長さを調整して、タ

ービンのコンプレッサー側からサージタンクの間のブースト圧が安定してとれる箇

所に接続して下さい。
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バルブユニットの取り付け、配管（ウエストゲートタイプ）

バルブユニットは、高温になる場所は避け、風通しのいい場所で、水のかから

ない場所に取り付けて下さい。

接続したホースは、ホースバンド等で、確実に固定して下さい。

ホースを配管する際は、ホースがつぶれたり、よじれたりしないように注意し

て下さい。

ホースがなるべく短くなるように配管して下さい。

バルブユニットから出る音は、ソレノイドの作動音であり異常ではありません。

バルブユニットは、必ずゴムワッシャーを介して取り付けて下さい。

・・

重 要

・・

・・

・・

・・

・・
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１�エンジンルーム内に取り付けたバルブユニットに、バルブユニットハーネスを接続

します。

２�バルブユニットハーネスをエンジンルーム内から、車室内に引き込み本体に接続し

ます。

３�テスターを使用して、イグニッション線（イグニッションキーを�Nにした時、１２

Vとなる線）を見つけます。

４�バッテリーのマイナス端子を取り外し、イグニッション線に電源ハーネスの赤線を

ハンダ付けします。

５�電源ハーネスの黒線をアース線にハンダ付けします。ボディアースに接続する場合

は接続する金属部分の塗装、サビをヤスリ等で落として、接続します。

配線方法

助手席のエアバック上に、本製品を取り付けないで下さい。エアバック作

動時に、飛び出し、ケガや事故を引き起こす原因となり、大変危険です。

警 告

本体の取り付け

本体は、運転の妨げにならない位置に確実に取り付けて下さい。また、高温、

多湿となる場所を避け、直射日光のあたらない場所に取り付けて下さい。

・・

重 要

１�付属の両面テープを使用して本体を取り付けます。

両面テープを初面は、中性洗剤を使って汚れ、油分をよく拭き取って下さい。・・

お 願 い
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取り付け後の確認

・取り外した純正部品を元通り取り付けて下さい。

・バッテリーのマイナス端子を元通りに取り付けて下さい。

・各部から、エアがもれてないか確認して下さい。

・エンジンをかけ、アイドリング状態で、負圧を正しく認識しているか、確認して

下さい。

・ハーネス、ホース等が無理な取り回しになっていないか確認して下さい。

・取り付けミスにより、車両及び本製品や関連商品が破損した場合、当社は一切の

責任を負う事ができません。

必ずお読み下さい

スイッチングハーネス（別売）の使用方法
・G�eddy  peed �imiter �ut �ontroller !ype-Aと接続する場合

設定車速でブーストの��/HIが切り替わります。

◎接続方法

１�スイッチングハーネスの白線をG�eddy  peed �imiter �ut �ontroller !ype-Aの黄色

線（オプション出力線）接続します。

２�スイッチングハーネスの黒線をG�eddy  peed �imiter �ut �ontroller !ype-Aの黒線

（アース線）に接続します。

３�G�eddy  peed �imiter �ut �ontroller !ype-Aのディップスイッチ４を�Nにします。

４�本体の電源が入っていない状態で、バックパネルのオプション部分にG�eddy

 peed �imiter �ut �ontroller !ype-Aのジャック部分を奥まで差し込みます。

５�G�eddy  peed �imiter �ut �ontroller !ype-Aの取扱説明書を参照してオプション出

力を行う車速を設定します。

・市販のスイッチ（プッシュ�Nタイプ）を取り付ける場合

スイッチを押すとブーストの��/HIが切り替わります。

◎接続方法

１�スイッチングハーネスの白線�黒線を市販のスイッチに取り付けます。

（スイッチに極性がある場合、白線にプラス側を接続して下さい。）
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各部の名称と機能

〈フロントパネル〉

１�P�WE� ��E�D

・P�WE� �N時に点灯します。P�WE� �FF時でもIGスイッチが�Nであれば減光点

灯します。

２�P�WE�/ E�E�!スイッチ

・１回押し・・・・��ブースト/HIブーストが切り替わります。

・２秒間押し・・・ P�WE� �FFになります。同じ操作でP�WE� �Nになります。

３�GAINボリューム

・GAINを設定する時に使用します。

４��� B�� ! ��E�D

・��ブースト選択時に点灯します。

５��� B�� !ボリューム

・��ブーストの値を設定する時に使用します。

６�HI B�� ! ��E�D

・HIブースト選択時に点灯します。

７�HI B�� !ボリューム

・HIブーストの値を設定する時に使用します。

〈バックパネル〉

８�電源ハーネス用コネクタ

９�４φニップル

１０�バルブユニットハーネス用コネクタ

１１�オプション

・別売のリモートスイッチングシステム、スイッチングハーネスを接続するときに使

用します。

オプションには指定のもの以外接続しないで下さい。

４φニップル部分には無理な力がかからないようにして下さい。

・・

お 願 い

・・



ボリュームについて

・ボリュームをクリック感があるところまで少し押す

と、ボリュームが飛び出した状態になります。

・ボリュームをクリック感があるところまで軽く押す

とコントローラーに格納されます。

モード表

◎HI B�� !/�� B�� !を切り替えるには・・・

・P�WE� �N時にP�WE�/ E�E�!ボタンを１回押すと、HI B�� !/�� B�� !が切り

替わります。

◎P�WE� �FFするには・・・

・P�WE�/ E�E�!ボタンを２秒押すと、バックライトが点灯し、P�WE� ��E�Dは減光

します。

・再度P�WE�/ E�E�!ボタンを２秒押すと、バックライトが点灯し、P�WE� �FFす

る前の状態に戻ります。
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POWER OFF

LO BOOST HI BOOSTPOWER/SELECT
　1回押し

POWER/SELECT
　2秒押し

POWER OFF

POWER/SELECT
　2秒押し



出荷時設定
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ブーストモード・・・・・・

GAIN ・・・・・・・・・・

�� B�� !・・・・・・・・

HI B�� !・・・・・・・・

�� B�� !

MINから３目盛

（９クリック）

MIN

MIN

�� B�� !のセッティング

１��� B�� ! ��E�Dが点灯していることを確認します。�� B�� !が選択されていない

場合はP�WE�/ E�E�!を１回押し、�� B�� !に切り替えます。

�� B�� !ボリュームはMIN側（左方向）いっ

ぱいまで回します。

GAINは、MINから３目盛（９クリック）のところに合わせます。

２�G�eddyターボメーター等を確認しながら、

実走行にて目標ブーストに近づくよう、

�� B�� !ボリュームを１クリックずつ

上げていきます。

３�実走行にて、オーバーシュート、ハンチングの有無を確認し、オーバーシュート、

ハンチングが発生しなかった場合、�� B�� !ボリュームを軽く押し戻して、��

B�� !のセッティングを終了します。

◎オーバーシュート、ハンチングが発生する場合・・・P21参照

◎高回転でブーストがたれる、上がる場合・・・・・・P21参照

◎ブーストの立ち上がりをより早くしたい場合・・・・P21参照



HI B�� !のセッティング

１�HI B�� ! ��E�Dが点灯していることを確認します。

HI B�� !が選択されていない場合は

P�WE�/ E�E�!を１回押しHI B�� !に切り替

えます。

HI B�� !ボリュームはMIN側（左方向）いっぱいまで回します。

２�G�eddyターボメーター等を確認しながら、実

走行にて目標ブーストに近づくよう HI B�� !

ボリュームを１クリックずつ上げていきます。

３�実走行にて、オーバーシュート、ハンチングの有無を確認し、オーバーシュート、

ハンチングが発生しなかった場合、HI B�� !ボリュームを軽く押し戻してHI

B�� !のセッティングは終了します。

◎オーバーシュート、ハンチング等が発生する場合・・・P21参照

◎高回転でブーストがたれる、上がる場合・・・・・・・P21参照

◎ブーストの立ち上がりをより早くしたい場合・・・・・P21参照
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・HI B�� !では、ボリュームをMINにしても�� B�� !のMAXから３目盛の位置

（２時の位置）に相当するブーストが掛かりますので、セッティングは慎重に

行って下さい。

重 要
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オーバーシュート、ハンチング等が発生する場合

�� B�� !ボリューム/HI B�� !ボリュームを変更していなくても、GAINボリ

ューム設定をMIN側（左方向）へ回すと、ブーストは下がる方向に、MAX側

（右方向）へ回すと、ブーストは上がる方向に変化しますのでGAINを調整した

際は、�� B�� !ボリュームまたは、HI B�� !ボリュームを微調整して下さい。

車種や車の仕様によっては、オーバーシュートやハンチングが消えない場合も

あります。

重 要

◎オーバーシュート、ハンチングが発生する場合、

GAINボリュームを少し（１クリック）ずつ下げ

ていきます。

・・

・・

高回転でブーストがたれる、上がる場合

◎高回転でブーストがたれてしまったり、ブースト

が上がっていく場合、GAINボリュームを少し

（１クリック）ずつ上げていきます。

ブーストの立ち上がりをより早くしたい場合

◎ブーストの立ち上がりをより早くしたい場合

GAINボリュームを少し（１クリック）ずつ上げ

ていき、ハンチングが発生する直前のポイントに

設定します。
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トラブルシューティング

症 状 考 え ら れ る 原 因 対 処 方 法

2�ハンチングしてしま

う。

・GAINが小さすぎる。

1� ブーストが上がらな

い。

ブーストが上がり

続ける。

・サージタンク圧を認識してい

ない。

・配管を確認して下さい。

・バルブユニットの配線が外れ

ている。又は、接触不良して

いる。

・バルブユニットに取り付ける

ニップルの位置を間違えてい

る。

・配管が逆になっている。

・配管から圧が漏れている。

・ホースが抜けている。

・キャップを外していない。

・GAINが大きすぎる。

・バルブユニットの配線が外

れてないか、損傷はないか

確認して下さい。

・バルブユニットに取り付け

るニップルの位置、配管を

確認して下さい。

・アクチュエータタイプは

N�、ウエストゲートタイ

プはN�にニップルを取り付

けて下さい。

・GAINを小さくして下さい。

・GAINを大きくして下さい。

・GAINの値を調整して下さ

い。

3� ブーストの立ち上が

りが悪い。

4� オーバーシュートす

る。

・GAINが車両に合っていない。

・GAINが大きすぎる。 ・GAINを小さくして下さい。

5� 高回転でブーストが

タレてしまう。

ブーストが上がって

いってしまう。

・GAINが小さすぎる。 ・GAINを大きくして下さい。

・タービンの容量不足や、アク

チュエータやウエストゲート

の特性、排圧の上がり過ぎで

ある。

・タービン、アクチュエータ、

ウエストゲート等、車の仕

様を変更して下さい。
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オプションパーツ、補修部品について

・本製品について、何かご不明な点がございましたら、弊社までご連絡下さい。

・付属されている保証書は、大切に保管して下さい。

・新品をお買い上げの時点で保証書の製品番号と付属の製品番号が異なる場合は、

お手数ですがお買い上げ店、または弊社までご連絡下さい。

・保証書、P�ofec !YPE- 本体の製造番号は、当社の厳密な検査に合格した物であ

る事を証明します。万一、ご購入年月日より１年以内に当社の責任と認められる故

障を生じた場合は、保証書と合わせて製品をご提示下されば、無償修理を致します。

・保証期間経過後の修理、また、お客様の不注意により修理が必要になった場合で

も、お気軽に弊社までご連絡下さい。

株式会社トラスト 本社

〒289ー1605 千葉県山武郡芝山町大台3115番地5

ＴＥＬ�0479（77）3000

アフターサービスについて

P�ofec !YPE- 用オプションパーツ

商品名 定価

・スイッチングハーネス ¥ 1�200

・リモートスイッチングシステム ¥ 12�800

P�ofec !YPE- 用補修部品

・エアフィルター

・バルブユニット

・バルブユニットハーネス

※オプションパーツのご購入の際は、P�ofec !YPE- をお買い上げになられました販

売店へご注文下さい。
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